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平
成
２１
年
度
地
方
財
政
対
策
が

１２
月
１８
日
に
決
着
し
た
。
麻
生
総

理
大
臣
の
指
示
を
受
け
、
「
地
方

交
付
税
の
１
兆
円
積
み
増
し
」
が

行
わ
れ
た
結
果
、
交
付
税
総
額

は
、
前
年
度
比
２
・
７
％
増
の
１５

兆
８
２
０
０
億
円
と
な
っ
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実

質
的
な
交
付
税
総
額
は
、
前
年
度

比
１５
・
０
％
増
の
２０
兆
９
７
０
０

億
円
。
平
成
１５
年
度
以
来
６
年
ぶ

り
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
た
だ
し

財
源
不
足
を
埋
め
る
た
め
、
臨
財

債
の
発
行
額
は
、
前
年
度
比
８１
・

７
％
増
の
５
兆
１
５
０
０
億
円
に

も
の
ぼ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

交
付
税
の
積
み
増
し
分
１
兆
円

を
捻
出
す
る
た
め
、
政
府
は
▽
地

域
雇
用
創
出
推
進
費

創
設（
０
・
５
兆
円
）

▽
地
方
財
政
計
画
の

歳
入
歳
出
見
直
し
を

通
じ
た
地
方
財
源
の

充
実（
０
・
５
兆
円
）

―
―
を
実
施
。
本
会

が
、
か
ね
て
か
ら
訴

え
て
き
た
「
交
付
税
の
復
元
・
増

額
」
が
実
現
し
、
「
三
位
一
体
改

革
」
の
名
目
で
傷
を
受
け
た
地
方

財
政
へ
、
手
当
て
さ
れ
た
格
好
と

な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
地
方
公
営
企
業

等
金
融
機
構
」
が
改
組
さ
れ
、
自

治
体
の
一
般
会
計
へ
の
貸
付
制
度

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
自
治
体
向
け
の
長
期
・

低
利
の
貸
付
制
度
は
、
公
営
企
業

向
け
の
み
し
か
制
度
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
一
般
会
計
向
け
の
制
度
創

設
が
、
自
治
体
関
係
者
か
ら
望
ま

れ
て
い
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
・
市
議
会

議
員
共
済
会
の
藤
田
�
之
会
長

（
広
島
市
議
会
議
長
）
と
全
国
町

村
議
会
議
長
会
・
町
村
議
会
議
員

共
済
会
の
原
伸
一
会
長
（
福
岡
県

赤
村
議
会
議
長
）
は
１２
月
１７
日
、

鳩
山
邦
夫
総
務
大
臣
は
じ
め
倉
田

雅
年
総
務
副
大
臣
、
中
村
博
彦
総

務
大
臣
政
務
官
及
び
総
務
省
関
係

幹
部
と
、
翌
１８
日
に
は
麻
生
太
郎

内
閣
総
理
大
臣
と
面
談
し
、
地
方

議
会
議
員
年
金
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
し
た
。

議
員
年
金
財
政
の
改
善
に
向
け

て
は
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
、
給

付
と
負
担
の
見
直
し
、
市
町
村
合

併
の
影
響
に
配
慮
し
た
合
併
特
例

法
の
規
定
に
基
づ
く
特
例
負
担
金

率
の
上
乗
せ
措
置
な
ど
を
内
容
と

し
た
改
正
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る

が
、
施
行
後
に
お
い
て
も
両
共
済

会
の
財
政
状
況
は
悪
化
し
、
極
め

て
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

緊
急
要
望
は
、
市
町
村
合
併
に

伴
う
特
例
措
置
が
不
十
分
で
あ
っ

た
と
し
、
国
に
お
い
て
は
、
国
策

と
し
て
進
め
ら
れ
た
市
町
村
合
併

に
身
を
も
っ
て
協
力
し
た
市
町
村

議
会
議
員
の
強
い
思
い
を
厳
粛
に

受
け
と
め
、
両
共
済
会
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
と
定
め
る
合

併
特
例
法
に
基
づ
き
、
危
機
的
財

政
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
特
段

の
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
強

く
求
め
た
。

第1710号１２月２５日平成20年
（2008年）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

麻
生
総
理
大
臣
指
示
で「
１
兆
円
」増

地地
方方
交交
付付
税税
総総
額額
１１５５
・・
８８
兆兆
円円

平成２１年度の地方財政の姿

�地方財政計画の規模 ８２兆５，６００億円程度（前年度比１．０％程度減）
�地方一般歳出 ６６兆２，２００億円程度（ 〃 ０．７％程度増）
・（参考）１兆円の増額に関連する地方一般歳出の増分除き

６５兆４，３００億円程度（ 〃 ０．５％程度減）
�一般財源（水準超経費除き）の総額 ５７兆８，０００億円程度（ 〃 ０．６％程度増）
�実質的な地方交付税の総額 ２０兆９，７００億円程度（ 〃 １５．０％程度増）
�地方交付税の総額 １５兆８，２００億円程度（ 〃 ２．７％程度増）
�財源不足額 １０兆４，７００億円程度（平成２０年度５．２５兆円）
・（参考）折半対象財源不足額 ５兆５，１００億円程度（ 〃 なし ）

麻麻
生生
総総
理理
、、鳩鳩
山山
総総
務務
大大
臣臣
にに

年年
金金
財財
政政
でで
緊緊
急急
要要
望望
市・町村議長会
共 済 会 会 長

鳩山総務大臣（左）に要望

藤田会長（左）らが麻生総理（中央）へ緊急要望

（１） 平成２０年１２月２５日 第１７１０号
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議

会

人

事

本
会
の
藤
田
�
之
会
長
（
広
島

市
議
長
）
は
１２
月
１７
日
、
「
地
方

財
政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方

六
団
体
会
合
」
に
出
席
し
、
鳩
山

邦
夫
総
務
相
ら
と
意
見
交
換
し

た
。
会
合
の
テ
ー
マ
は
、
平
成
２１

年
度
地
方
財
政
対
策
な
ど
。

１２
月
１７
日
は
、
地
財
対
策
決
着

を
控
え
た
正
念
場
。
翌
１８
日
に

は
、
鳩
山
総
務
相
が
地
方
交
付
税

の
増
額
等
を
巡
り
、
中
川
昭
一
財

務
相
と
閣
僚
折
衝
に
臨
む
。
１７
日

の
会
合
は
、
地
方
の
窮
状
を
総
務

相
に
訴
え
る
最
後
の
機
会
と
な

る
。
地
方
側
と
し
て
は
交
付
税
増

額
等
の
要
求
実
現
に
向
け
、
総
務

相
の
背
中
を
押
し
た
い
。

そ
こ
で
藤
田
会
長
は
「
地
方
財

政
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
地
方
交
付
税
の
増
額
な
ど
地

方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
」
を
改

め
て
総
務
相
へ
訴
え
た
。

鳩
山
総
務
相
か
ら
は
「
２０
年
度

の
地
方
交
付
税
額
１５
・
４
兆
円
を

上
回
る
規
模
で
確
保
し
た
い
」
と

の
発
言
が
あ
り
、
交
付
税
の
増
額

確
保
に
意
欲
を
示
し
た
。

１８
日
の
地
財
決
着
を
控
え
、
自

民
党
総
務
部
会
（
森
山
�
部
会

長
）
は
１２
月
１７
日
、
消
防
議
連
と

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

鳩
山
総
務
相
も
同
席
す
る
中
、

藤
田
本
会
会
長
ら
地
方
六
団
体
代

表
者
が
出
席
し
、
直
前
に
開
か
れ

た
総
務
相
と
地
方
六
団
体
代
表
者

に
よ
る
会
合
に
引
き
続
き
、
地
方

交
付
税
の
増
額
確
保
を
求
め
た
。

鳩
山
総
務
相
か
ら
は
席
上
で

「（
１２
月
１２
日
に
麻
生
首
相
が
公

表
し
た
）『
生
活
防
衛
の
た
め
の

緊
急
対
策
』
で
示
さ
れ
た
交
付
税

の
１
兆
円
増
額
に
向
け
、
頑
張
り

た
い
」
と
の
決
意
が
示
さ
れ
た
。

会
合
の
締
め
括
り
に
あ
た
り
、

森
山
部
会
長
は
「
２０
年
度
の
地
方

交
付
税
額
１５
・
４
兆
円
以
上
の
確

保
を
目
指
し
頑
張
っ
て
欲
し
い
」

と
鳩
山
総
務
相
を
激
励
し
た
。

藤
田
本
会
会
長
、
全
国
市
議
会

議
長
会
基
地
協
議
会
会
長
の
松
尾

裕
幸
・
佐
世
保
市
議
長
、
同
協
議

会
相
談
役
の
原
島
貞
夫
・
福
生
市

議
長
ら
地
方
団
体
代
表
者
が
出
席

す
る
中
、
総
務
部
会
は
１２
月
２１

日
、
鳩
山
総
務
相
を
迎
え
１７
日
に

引
き
続
き
合
同
会
議
を
開
い
た
。

１８
日
に
地
財
決
着
を
終
え
た
総

務
相
は
「（
国
税
収
入
の
見
込
額

が
）
２１
年
度
で
は
約
７
兆
円
の
減

と
な
り
、
地
方
交
付
税
算
出
の
発

射
台
が
下
が
る
中
、
首
相
指
示
に

よ
る
別
枠
加
算
１
兆
円
で
増
額
確

保
で
き
た
」
と
語
り
、
交
付
税
総

額
が
前
年
度
割
れ
と
な
る
危
機
を

食
い
止
め
た
成
果
を
強
調
し
た
。

同
交
付
税
の
原
資
は
、
所
得
税

や
法
人
税
な
ど
国
税
五
税
の
３
割

相
当
額
。国
税
五
税
の
減
少
は
、交

付
税
規
模
の
縮
小
を
意
味
す
る
。

平
成
２１
年
度
予
算
の
財
務
省
原

案
が
１２
月
２０
日
、
各
省
庁
に
対
し

内
示
さ
れ
た
。
各
省
庁
は
、
予
算

要
求
額
に
満
た
な
か
っ
た
項
目
の

満
額
確
保
を
目
指
し
、
復
活
折
衝

に
臨
む
。
政
府
案
は
、
２４
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
る
予
定
。

国
の
予
算
規
模
を
示
す
一
般
会

計
総
額
は
、
対
前
年
度
比
５
兆
４

８
６
７
億
円
増
の
８８
兆
５
４
８
０

億
円
。
６
・
６
％
の
伸
び
率
を
示

し
た
。

し
か
し
景
気
の
後
退
局
面
を
迎

え
、
歳
入
面
の
う
ち
「
税
収
額
」

は
、
対
前
年
度
比
７
兆
４
５
１
０

億
円
減
の
４６
兆
１
０
３
０
億
円
。

大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
い
わ
ゆ
る
埋
蔵
金
４
兆
２
３

５
０
億
円
を
「
財
政
投
融
資
特
別

会
計
」
か
ら
歳
入
に
繰
り
入
れ

る
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
分
に
つ

い
て
財
務
省
は
、
国
債
の
増
発
で

乗
り
切
る
考
え
だ
。

国
債
の
発
行
額
は
、
対
前
年
度

比
７
兆
９
４
６
０
億
円
増
の
３３
兆

２
９
４
０
億
円
に
の
ぼ
り
、
公
債

依
存
度
は
３７
・
６
％
と
な
る
。
２０

年
度
の
公
債
依
存
度
は
３０
・
５
％

だ
っ
た
た
め
、
実
に
７
・
１
ポ
イ

ン
ト

も

上
昇
す
る
こ
と
と
な
る
。

歳
出
面
で
は
、「
一
般
歳
出
」

が
対
前
年
度
比
４
兆
４
４
６
５
億

円
増
の
５１
兆
７
３
１
０
億
円
。
基

礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
分
２
兆
３
０
０
２
億
円
や
、
経

済
緊
急
対
応
予
備
費
新
設
に
よ
る

１
兆
円
な
ど
が
、
歳
出
額
を
押
し

上
げ
た
格
好
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
「
地
方
交
付
税
等
」

は
、
対
前
年
度
比
９
５
９
７
億
円

増
の
１６
兆
５
７
３
３
億
円
。
麻
生

首
相
の
指
示
に
よ
り
、
１
兆
円
増

額
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
た
め
、
対

前
年
度
増
と
な
っ
た
。
７
兆
円
に

も
及
ぶ
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、
交

付
税
算
定
の
原
資
が
大
幅
に
減
る

局
面
で
の
増
額
確
保
と
な
っ
た
。

▼
議
長

▽
和
泉

山
本
秀
明（
１０
・
６
）

▽
名
張

永
岡

禎（
１０
・
７
）

▽
い
わ
き

矢
吹
貢
一（
１０
・
１５
）

▽
阪
南

木
村
正
雄（
１０
・
１６
）

▽
座
間

山
本

�（
１０
・
１７
）

▽
韮
崎

望
月
正
澄（
１０
・
１７
）

▽
美
濃
加
茂
藤
井
正
義（
１０
・
２０
）

▽
三
田

厚
地
弘
行（
１０
・
２３
）

▽
川
西

宮
路
尊
士（
１０
・
２７
）

▽
高
梁

山
縣
喜
義（
１０
・
２８
）

▽
朝
来

安
福
英
則（
１１
・
４
）

▽
阿
賀
野

浅
間
信
一（
１１
・
５
）

▽
伊
豆

飯
田
宣
夫（
１１
・
５
）

（
３
面
へ
続
く
）

自自
民民
総総
務務
部部
会会

１２／１７

鳩
山
総
務
相
を
激
励

１２／２１

地
財
決
着
成
果
報
告

交
付
税
増
額
に
意
欲

鳩
山
総
務
相
が
六
団
体
会
合
で

２２１１
年年
度度
予予
算算
原原
案案
をを
内内
示示

一
般
会
計
総
額
５
・
５
兆
円
増

平成２１年度予算フレーム （単位：億円）

備 考

○税収には、減税措置（△４，３５０億
円）を含む。

○揮発油税収のうち社会資本整備
事業特別会計直入分（６，５００億
円）を一般会計計上に変更（歳
出面も同様の変更）。

○その他収入には、財政投融資特
別会計（財政融資資金勘定）から
の受入れ（４兆２，３５０億円）等を含む。

○公債依存度３７．６％（２０年３０．５％）

○基礎年金国庫負担割合の引上げ
分（２兆３，００２億円）を含む。

○経済緊急対応予備費（１兆円）
を新設。

対前年度増減額

△７４，５１０

４９，９１７

７９，４６０

５４，８６７

８０５
９，５９７
４４，４６５

５４，８６７

２１年度予算額

４６１，０３０

９１，５１０

３３２，９４０

８８５，４８０

２０２，４３７
１６５，７３３
５１７，３１０

８８５，４８０

２０年度予算額

５３５，５４０

４１，５９３

２５３，４８０

８３０，６１３

２０１，６３２
１５６，１３６
４７２，８４５

８３０，６１３

（歳入）

税 収

その他収入

公 債 費

計

（歳出）
国 債 費
地方交付税等
一 般 歳 出

計

鳩山総務相（右）と六団体との会合に出席する藤田会長（左）

第１７１０号 平成２０年１２月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
の
役
員
は
１２
月
１６
日
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
勤
務
医
の
確

保
な
ど
を
求
め
る
緊
急
要
望
を
取

り
ま
と
め
、
政
府
並
び
に
関
係
国

会
議
員
に
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

病
院
協
は
田
中
弘
光
会
長
（
松

江
市
議
長
）
を
は
じ
め
、
隅
倉
純

爾
副
会
長（
徳
島
市
議
長
）、
森
岡

昭
二
副
会
長
（
伊
賀
市
議
長
）
、

奥
谷
進
理
事
（
青
森
市
議
長
）
か

ら
な
る
実
行
運
動
班
を
編
成
。

緊
急
要
望
に
は
、
医
師
不
足
の

深
刻
な
診
療
科
の
診
療
報
酬
の
充

実
、
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
養

成
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

当
日
は
、
津
島
雄
二
・
自
治
体

病
院
議
員
連
盟
会
長
、
自
民
党
の

保
利
耕
輔
・
政
務
調
査
会
長
、
森

山
�
・
総
務
部
会
長
、
衛
藤
征
士

郎
・
地
方
行
政
調
査
会
長
、
山
口

俊
一
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
に

面
談
、
要
望
し
た
。

な
お
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の

産
業
経
済
委
員
長
も
務
め
る
奥
谷

議
長
は
、
農
林
水
産
業
振
興
対
策

な
ど
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け

た
要
望
も
併
せ
て
行
っ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
の
副
会
長
と
相
談
役
は
１２
月
２０

日
、
自
民
党
本
部
で
開
か
れ
た
国

防
部
会
・
安
全
保
障
調
査
会
・
基

地
対
策
特
別
委
員
会
の
合
同
会
議

に
出
席
し
た
。

会
議
で
は
協
議
会
を
代
表
し
て

岡
崎
賢
治
副
会
長（
東
根
市
議
長
）

が
、
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

や
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額

を
確
保
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

な
お
、
同
日
に
財
務
省
が
内
示

し
た
平
成
２１
年
度
予
算
原
案
に
お

い
て
、
基
地
・
調
整
両
交
付
金
は

前
年
度
同
額
の
３
２
５
・
４
億
円

を
確
保
。
住
宅
防
音
や
周
辺
環
境

整
備
、
再
編
交
付
金
な
ど
か
ら
な

る
基
地
周
辺
対
策
経
費
は
前
年
度

予
算
よ
り
増
額
と
な
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
要
望
の
成
果
が
実
を
結

ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
翌
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
自

民
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に

は
、
同
協
議
会
か
ら
松
尾
裕
幸
会

長
（
佐
世
保
市
議
長
）
と
原
島
貞

夫
相
談
役
（
福
生
市
議
長
）
が
出

席
し
、
関
係
国
会
議
員
に
謝
意
を

表
し
た
。

自
民
・
公
明
両
党
の
税
制
調
査

会
は
１２
月
１２
日
、
平
成
２１
年
度
税

制
改
正
大
綱
を
ま
と
め
た
。
大
綱

決
定
を
受
け
政
府
は
、
年
明
け
１

月
か
ら
開
催
さ
れ
る
通
常
国
会

へ
、
改
正
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
関

連
法
案
を
提
出
す
る
。

大
綱
に
よ
る
と
、
国
税
の
「
所

得
税
」
の
み
な
ら
ず
、
地
方
税
の

「
個
人
住
民
税
」
も
控
除
対
象
と

す
る
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
制
度
が
創

設
さ
れ
る
。
期
間
は
２１
年
度
か
ら

の
５
年
間
。「
所
得
税
」
か
ら
控

除
し
き
れ
な
い
額
を
「
個
人
住
民

税
」
か
ら
控
除
す
る
。
た
だ
し
、

制
度
創
設
に
伴
う
地
方
の
減
収
額

に
つ
い
て
は
、
国
費
で
補
て
ん
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般

財
源
化
に
伴
い
、
地
方
税
法
の
改

正
が
実
施
さ
れ
る
。
し
か
し
、
地

方
の
道
路
整
備
の
必
要
性
な
ど
を

踏
ま
え
、
当
面
の
間
、
現
行
の
暫

定
税
率
を
含
め
た
税
率
水
準
は
原

則
維
持
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

な
お
、地
方
税
制
に
つ
い
て
は
、

地
方
分
権
の
推
進
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
社
会
保
障
制
度
の
安
定
財

源
確
保
の
観
点
か
ら
「
地
方
消
費

税
」
の
充
実
を
検
討
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
方
法
人

課
税
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
税
源

の
偏
在
性
が
小
さ
い
地
方
税
体
系

構
築
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

（
２
面
か
ら
引
き
続
き
人
事
）

▽
岡
崎

稲
垣
良
美（
１１
・
５
）

▽
摂
津

木
村
勝
彦（
１１
・
６
）

▽
野
洲

河
野

司（
１１
・
６
）

▼
副
議
長

▽
和
泉
小
野
林
治
三
夫（
１０
・
６
）

▽
能
美

北
村
國
博（
１０
・
７
）

▽
名
張

石
井

政（
１０
・
７
）

▽
い
わ
き
磯
上
佐
太
彦（
１０
・
１５
）

▽
阪
南

庄
司
和
雄（
１０
・
１６
）

▽
座
間

柏
木
育
子（
１０
・
１７
）

▽
韮
崎

野
口
紘
明（
１０
・
１７
）

▽
美
濃
加
茂

森
弓
子（
１０
・
２０
）

▽
三
田

藤
原
美
津
雄（
１０
・
２３
）

▽
川
西

吉
田

進（
１０
・
２７
）

▽
東
近
江

諏
訪
一
男（
１０
・
２９
）

▽
朝
来

佐
藤

勝（
１１
・
４
）

▽
阿
賀
野

風
間
輝
栄（
１１
・
５
）

▽
伊
豆

鍵
山
堅
一（
１１
・
５
）

▽
岡
崎

坂
井
一
志（
１１
・
５
）

▽
摂
津

嶋
野
浩
一
朗（
１１
・
６
）

▽
野
洲

小
島

進（
１１
・
６
）

▼
事
務
局
長

▽
四
国
中
央
日
浅
博
仁（
４
・
１
）

▽
佐
倉

川
合
憲
司（
１１
・
１
）

お
知
ら
せ

本
紙
１
月
５
日
付
第
１

７
１
１
号
は
、
第
１
７
１

２
号
と
併
せ
、
１
月
１５
日

付
第
１
７
１
１
・
１
２
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

勤
務
医
確
保
を
緊
急
要
望

病
院
協
役
員
が
実
行
運
動

基地協

関
係
予
算
の
確
保
を

自
民
国
防
三
部
会
で
要
望

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
は
補
て
ん

２１
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱

森山・自民党総務部会長に要望

保利・自民党政調会長（写真左）、津島・自治体病院議連会長（写真右）に要望

国防三部会で要望する岡崎副会長（右）

（３） 平成２０年１２月２５日 第１７１０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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近
年
、
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
に

取
り
組
む
動
き
が
、
全
国
的
に
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
特
産
品

等
に
付
加
価
値
を
与
え
、
他
地
域

の
も
の
と
差
別
化
を
図
る
、
こ
の

取
り
組
み
。
「
雇
用
創
出
」
「
定

住
人
口
の
増
加
」
な
ど
を
促
す
切

り
札
の
１
つ
と
し
て
、
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
対
象

は
、
一
般
的
に
「
農
林
水
産
物
」

「
工
芸
品
」
な
ど
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
宇
部
市
で
は

「
宇
部
の
ま
ち
」
そ
の
も
の
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
、
全
国
的
に
見
て
も
大
胆
な
試

み
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
宇
部
ブ
ラ
ン
ド
」
を
推
進
す

る
た
め
、
同
市
で
は
平
成
２０
年
４

月
、
総
合
政
策
部
内
に
「
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
室
」
を
設
置
。
「
宇
部
っ

て
、
オ
モ
シ
ロ
イ
。
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
組
織
的
な
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
に
向
け
、

同
市
で
は
�
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
�
環

境
・
共
生
�
観
光
�
文
化
・
芸
術

�
イ
ベ
ン
ト
�
個

別
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
�
広
報
―
―
の

７
つ
の
戦
略
を
立

て
ま
し
た
。
た
だ

し
、
市
の
予
算
は

極
力
、
用
い
な
い

と
い
う
大
原
則
に

基
づ
く
戦
略
と
し

て
い
ま
す
。

戦
略
の
一
環
と
し
て
市
内
外
へ

「
宇
部
を
発
信
」
す
る
の
が
「
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
。
本
年

６
月
創
刊
の
季
刊
情
報
誌
で
す
。

「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」

の
名
称
は
、
「
お
も
し
ろ
宇
部
」

を
ロ
ー
マ
字
化
し
た
も
の
。
宇
部

ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
さ
せ
る

た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
宇

部
っ
て
、
オ
モ
シ
ロ
イ
」

に
基
づ
く
命
名
と
し
ま
し

た
。
３
・
６
・
９
・
１２
月

に
発
行
し
ま
す
。

こ
の
情
報
誌
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
、企
業
、お
店
な
ど

を
紹
介
し
、
宇
部
市
内
の

み
な
ら
ず
市
外
の
人
々
へ

も
、
広
く
宇
部
の
魅
力
を

伝
え
て
い
ま
す
。
創
刊
号

で
は
、
新
し
い
宇
部
ブ
ラ

ン
ド
商
品
「
月
待
ち
が
に

せ
ん
べ
い
」
�
写
真
�
の

誕
生
秘
話
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
月
待
ち
が
に
」
と
は
宇
部
市

沖
で
捕
れ
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ（
�
が

ざ
み
）。満
月
を
迎
え
る
た
び
、体

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
名
前
の
由

来
で
す
。
こ
の
カ
ニ
を
原
料
と
し

た
商
品
開
発
に
成
功
し
た
の
は
、

宇
部
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
で
し

た
。
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
目
指
す
施
設
の
開
発
成
功
が
、

同
情
報
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
は
、
施
設
で
働
く
障
害
を
抱
え

る
人
々
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
自

信
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
同
市
で
は
、
宇
部
が

「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
「
訪
れ
た

い
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る

た
め
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
取

り
組
み
を
企
画
�
実
績
は
左
表
に

掲
示
。「
ほ
た
る
マ
ッ
プ
」
作
成

で
は
、
清
ら
か
な
水
辺
の
み
に
生

息
す
る
蛍
の
存
在
で
、
良
好
な
水

環
境
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

同
市
で
は
情
報
誌
を
は
じ
め
各

種
媒
体
を
用
い
、
今
後
も
積
極
的

に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

取取りり組組みみのの実実績績
《平成１８年度》
○「野外彫刻・人力ライトアップDE HAPPY
カウントダウン（テストイベント）」を開催
《平成１９年度》
○「ほたるマップＵＢＥ２００７」を作成
○「キャンドルナイトＩＮ宇宙の部屋」を実施
○「２００７スーパーウルトラクイズＩＮ宇部市と
きわ公園」を開催
○「第九『歓喜の歌』でHAPPYカウントダウ
ン IN渡辺翁記念会館」を開催
○「ラッピング公用車（１台）」を導入
《平成２０年度》
○「ほたるマップＵＢＥ２００８」の作成
○「キャンドルナイトＩＮ宇宙の部屋」の実施
○「２００８スーパーウルトラクイズＩＮ宇部市と
きわ公園」の開催
○「ラッピング公用車（２０年度２台）」の受け
入れ
○「季刊情報誌『OMOSIROUBE（オモシロー
ベ）』」の発行
○「『宇部ブランド』発信のためのテレビ番組
『Monthly OMOSIROUBE TV』」の制作
・放送（毎月最終土曜日午前９：５０～１０：２０
ＫＲＹ山口放送）
○「第九『歓喜の歌』でHAPPYEND２００８IN
渡辺翁記念会館」の開催（１２月２８日）

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニュー

スを募集しています。

全国の自治体の中でも先進的な取り組

み、ユニークな条例、自慢のイベント、地

域のお祭りなど、お寄せいただく情報のジ

ャンルは問いません。

ご提供いただいた情報につきましては、

本紙編集担当職員が記事を作成し、議会ニ

ュースあるいは市政ニュースとして紙面で

紹介いたします。

本紙をＰＲの場として活用されてみては

いかがでしょうか。

（問合せ先）

全国市議会議長会調査広報部

旬報担当 松下・千葉まで �０３（３２６２）２３０９
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